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事
務
局　

福
井
県
に
お
け
る
郷
土
史
研
究
の
動
向　

平
成
二
十
九
年
度
分

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

平
成
二
十
九
年
度
は
、
泰
澄
大
師
が
白
山
を
開
山
し
て
一
三
〇
〇
年
と
い
う

記
念
の
年
に
あ
た
っ
た
た
め
、
白
山
や
泰
澄
関
連
の
書
籍
の
発
刊
や
企
画
展
が

相
次
い
だ
。

　

以
下
、
平
成
二
十
九
年
度
に
刊
行
さ
れ
た
主
な
出
版
物
を
紹
介
し
、
県
内
郷

土
史
研
究
の
動
向
と
し
た
い
。

　
　
　

一　

歴
史
・
自
治
体
史
・
地
域
史
・
史
跡
調
査
報
告
書

　

勝
山
市
教
育
委
員
会
は
明
治
以
降
の
勝
山
の
歴
史
を
紹
介
す
る
本
『
も
の
が

た
り 

か
つ
や
ま
の
歴
史 

下
』
を
発
行
、
上
・
中
巻
と
合
わ
せ
シ
リ
ー
ズ
が
完

結
し
た
。
ま
た
『
勝
山
市
の
石
碑 

続
』
も
刊
行
、
前
回
調
査
か
ら
新
た
に
み

つ
か
っ
た
約
五
〇
基
を
ま
と
め
た
。
小
浜
市
教
育
委
員
会
は
「
西
依
家
文
書
」

の
寄
贈
を
受
け
『
酒
井
家
文
庫
等
保
存
活
用
協
議
会
報
告 

平
成
二
十
八
年
度
』

で
紹
介
し
た
。
越
前
市
教
育
委
員
会
は
『
越
前
市
史　

資
料
編
４
』
を
刊
行
、

福
井
藩
の
筆
頭
家
老
で
府
中
領
主
本
多
富
正
の
文
書
を
ま
と
め
た
。
あ
わ
ら
市

教
育
委
員
会
は
二
〇
一
一
～
二
〇
一
六
年
に
新
た
に
指
定
さ
れ
た
文
化
財
一
八

件
を
掲
載
し
た
『
あ
わ
ら
市
の
文
化
財
補
遺
』
を
発
行
し
た
。
大
野
古
文
書
会

は
『
寛
政
八
年
大
野
藩
家
老
中
村
重
助
矩
辰
の
日
誌
』
を
発
刊
、
焼
却
寸
前
の

襖
の
下
張
り
か
ら
発
見
さ
れ
た
同
日
誌
を
解
読
し
て
い
る
。
武
生
古
文
書
の
基

礎
学
習
会
は
『
武
生
古
文
書
覚　

第
十
八
集
』
を
発
行
し
た
。
江
戸
幕
府
が
派

遣
す
る
巡
見
使
に
備
え
、
宿
場
と
な
る
屋
敷
を
改
修
し
た
話
な
ど
地
元
の
歴
史

逸
話
を
読
み
解
く
。
い
き
出
版
は
『
写
真
ア
ル
バ
ム
坂
井
・
あ
わ
ら
・
奥
越
の

昭
和
』
を
出
版
、
同
シ
リ
ー
ズ
は
五
年
前
の
『
福
井
市
の
昭
和
』
に
続
き
二
冊

め
と
な
る
。『
越
前
丸
岡
城
と
歴
代
城
主 

改
訂
版
』
が
発
行
、
故
・
宮
本
久
氏

の
関
係
者
が
原
稿
を
ま
と
め
て
い
る
。
中
島
辰
男
氏
は
『
若
狭
路
往
還
Ⅱ
ふ
る

さ
と
か
ら
の
歴
史
発
信
』
を
発
行
、
こ
れ
ま
で
の
講
演
記
録
を
ま
と
め
た
。

　

地
域
史
も
数
多
く
出
版
さ
れ
た
。
福
井
市
清
水
南
地
区
の
「
片
山
の
記
憶
研

究
会
」
は
『
片
山
の
記
憶
―
日
野
川
と
共
に
生
き
る
―
』
を
、
東
藤
島
壮
年
連

絡
協
議
会
は
『
東
藤
島
九
十
九
景
』
を
発
刊
し
た
。
大
野
市
の
郷
土
史
研
究
グ

ル
ー
プ
「
小
山
荘
歴
史
の
会
」
は
『
山
城
は
語
る 

旧
大
野
郡
城
跡
め
ぐ
り
』
の

改
訂
版
を
発
行
し
、
四
年
か
け
て
調
査
し
た
辺
境
の
中
世
の
山
城
を
盛
り
込
ん

で
い
る
。
大
関
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
出
版
し
た
『
き
ら
き
ら
田
園
大
関
』
は
、

坂
井
市
大
関
の
歴
史
、
人
物
な
ど
大
関
の
今
昔
が
詰
ま
っ
た
一
冊
。
越
前
市
神

山
地
区
自
治
振
興
会
は
小
冊
子
『
馬
借
街
道
（
府
中
西
街
道
）
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

を
作
成
し
た
。
北
潟
歴
史
探
訪
の
会
は『
あ
わ
ら
市
北
潟
村
民
誌
』を
ま
と
め
た
。

　

主
な
発
掘
報
告
書
に
は
、『
本
堂
漆
橋
遺
跡
』『
上
蔵
垣
内
遺
跡
』（
福
井
県

福
井
県
に
お
け
る
郷
土
史
研
究
の
動
向

平
成
二
十
九
年
度
分

本
会
事
務
局
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
班
編
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
三
巻
一
号

埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
）、『
福
井
城
跡
Ｘ
Ｘ
』『
同　

Ｘ
Ｘ
Ⅰ
』（
福
井
市

教
育
委
員
会
）、『
長
崎
遺
跡
』（
坂
井
市
教
育
委
員
会
）
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　

二　

目
録
・
人
物
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

福
井
県
は
霊
峰
白
山
の
開
山
一
三
〇
〇
年
を
記
念
し
、
白
山
を
開
い
た
泰
澄

を
テ
ー
マ
に
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
時
空
を
か
け
る
泰
澄
』
を
発
行
、
ゆ
か
り

の
神
社
仏
閣
、
県
内
各
地
か
ら
望
む
白
山
の
写
真
な
ど
も
盛
り
込
む
。
同
時
に

『
白
山
と
泰
澄
』
と
題
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
作
成
し
た
。
県
教
育
委
員
会
は
『
ふ
る

さ
と
福
井
の
先
人
一
〇
〇
人
』
を
出
版
、
一
般
販
売
し
た
。
昨
年
六
月
に
出
版

配
付
し
た
同
書
に
入
手
希
望
が
あ
り
手
直
し
し
た
。
福
井
県
文
書
館
は
『
福
井

藩
士
履
歴
５
』
を
刊
行
、
巻
末
に
母
利
美
和
氏
に
よ
る
解
説
が
寄
せ
ら
れ
た
。

あ
わ
ら
市
郷
土
歴
史
資
料
館
は
『
あ
わ
ら
の
殿
様
多
賀
谷
左
近
』
を
ま
と
め
た
。

左
近
に
関
す
る
歴
史
や
年
表
の
ほ
か
、石
廟
復
元
や
史
跡
整
備
報
告
書
も
含
む
。

清
水
恵
美
子
氏
は
『
洋
々
無
限 

岡
倉
天
心
・
覚
三
と
由
三
郎
』（
里
文
出
版
）

を
上
梓
し
た
。
天
心
の
弟
で
英
語
学
者
の
由
三
郎
に
つ
い
て
着
目
し
た
一
冊
。

越
知
山
泰
澄
塾
は
『
越
知
山
泰
澄
の
道 

№
５
』
を
刊
行
。
泰
澄
に
関
す
る
研

究
コ
ラ
ム
や
記
念
事
業
を
ま
と
め
た
。
吉
川
博
和
氏
は
『
忠
直
に
迫
る
―
越
前

宰
相
の
狂
気
と
正
気
―
』
を
刊
行
、
日
刊
県
民
福
井
の
連
載
を
書
籍
化
し
た
も

の
。
入
江
康
太
氏
は「
松
平
忠
直
の
豊
後
隠
居
領
と
豊
後
随
従
家
臣
に
つ
い
て
」

（『
大
分
県
地
方
史
』
二
二
九
号
）
を
ま
と
め
た
。
忠
直
の
豊
後
隠
居
領
の
規
模

と
そ
の
変
遷
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
松
崎
欣
一
氏
は
『
杉
田
玄

白
晩
年
の
世
界
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）
を
、
片
桐
一
男
氏
は
『
杉
田
玄

白
評
論
集
』（
勉
誠
出
版
）
を
刊
行
し
た
。
小
野
之
裕
氏
は
『
柴
田
勝
家
と
支

え
た
武
将
た
ち
』（
ゆ
い
ぽ
お
と
）
を
出
版
し
た
。
文
献
資
料
か
ら
そ
の
足
跡

を
追
い
、
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
福
井
は
『
ふ
く
い
ｂ
ｙ
フ
ク
イ
』
を
刊
行
し
た
。
福
井
の
女
性

一
六
人
に
よ
る
福
井
案
内
。
福
井
県
出
身
の
人
気
声
優
蒼
井
翔
太
著
『
福
井
ノ

ス
ス
メ
』（
小
学
館
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
蒼
井
自
ら
が
福
井

を
代
表
す
る
名
所
を
案
内
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
京
都
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は

『
峠
越
え
―
西
の
鯖
街
道
―
』
を
出
版
し
、
小
畑
登
氏
（
故
人
）
が
二
〇
年
以

上
前
に
連
載
し
た
「
若
狭
街
道
探
訪
」
を
加
筆
修
正
し
て
い
る
。

　
　
　

三　

各
分
野
団
体
史

　

各
分
野
団
体
史
で
は
、
敦
賀
気
比
高
等
学
校
『
敦
賀
気
比
高
等
学
校
三
十
年

史
』、
あ
わ
ら
市
新
郷
小
学
校
『
休
校
記
念
誌 

想
い
を
つ
な
ぐ
。』、
福
井
県
高

等
学
校
野
球
連
盟
『
福
井
県
高
校
野
球
七
十
年
史
』、鯖
江
こ
こ
ろ
の
電
話
『
鯖

江
こ
こ
ろ
の
電
話
三
十
年
の
あ
ゆ
み
』、
北
信
越
地
区
空
手
道
協
議
会
『
地
空

協
創
立
四
十
年
史
』、
青
少
年
育
成
福
井
県
民
会
議
『
青
少
年
を
見
守
り
五
十

年
ふ
く
い
の
夢
を
育
て
ま
す
。』
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
　
　

四　

宗
教
・
教
育
・
民
俗

　

勝
山
市
は
、
最
新
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
『
白
山
平
泉
寺 

よ
み
が
え
る

宗
教
都
市
』（
吉
川
弘
文
館
）
を
発
刊
し
た
。
白
山
信
仰
の
源
と
し
て
栄
華
を
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事
務
局　

福
井
県
に
お
け
る
郷
土
史
研
究
の
動
向　

平
成
二
十
九
年
度
分

極
め
た
平
泉
寺
の
全
容
を
分
か
り
や
す
く
ひ
も
と
く
。
坂
井
市
教
育
委
員
会
は

『
白
山
開
山
一
三
〇
〇
年　

豊
原
寺
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
を
ま
と
め
た
。
藝
林
会

は「
白
山
信
仰
」を
特
集
テ
ー
マ
に
し
た
機
関
誌『
藝
林
』六
六
巻
一
号
を
発
行
。

平
泉
隆
房
氏
ら
県
内
の
研
究
者
五
人
の
発
表
を
掲
載
す
る
。三
井
紀
生
氏
は『
越

知
山
開
運
講
資
料
』
を
刊
行
、「
大
谷
寺
文
書
」
の
な
か
の
「
越
知
山
開
運
講
中
」

や
「
講
の
胆
煎
」
な
ど
開
運
講
の
目
的
、
趣
法
、
講
員
の
構
成
な
ど
を
整
理
し

た
。
杉
本
泰
俊
氏
は
『
中
山
寺
の
歴
史
』
を
ま
と
め
た
。

　

福
井
市
は
『
福
女
の
ス
ス
メ
』
を
刊
行
、
市
内
で
活
躍
す
る
二
〇
人
の
女
性

た
ち
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
ま
た
一
〇
周
年
を
迎
え
た
郷
土
学
習

事
業
「
福
井
学
」
を
記
念
し
、
市
内
五
〇
の
公
民
館
の
特
徴
あ
る
活
動
を
ま
と

め
た
『
福
井
市
民
の
誇
り
Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』
を
作
成
し
た
。
清
川
卓

二
氏
ら
は
『
新
時
代
の
キ
ャ
リ
ア
教
育　

学
校
と
企
業
と
地
域
を
つ
な
ぐ
』（
東

京
書
籍
）
を
刊
行
し
、
福
井
県
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
事
例
を
紹
介
を
す
る
。

　

あ
わ
ら
市
教
育
委
員
会
と
市
民
グ
ル
ー
プ
「
活
芦
塾
」
は
電
子
資
料
『
あ
わ

ら
の
民
話
』
を
作
製
し
、
三
年
前
に
同
グ
ル
ー
プ
が
出
版
し
た
『
あ
わ
ら
の
民

話
』
の
二
〇
編
を
挿
絵
と
福
井
弁
の
語
り
で
収
録
す
る
。
土
岐
直
彦
氏
は
『
若

狭
の
聖
水
が
奈
良
に
湧
く
』（
か
も
が
わ
出
版
）
を
刊
行
、奈
良
の
「
お
水
取
り
」

と
小
浜
の
「
お
水
送
り
」
の
謎
に
迫
る
。
塩
瀬
博
子
氏
は
『
越
前
若
狭
に
お
け

る
渡
来
伝
承
の
研
究
』
を
発
行
し
、「
ア
ッ
ポ
ッ
シ
ャ
」
や
「
手
杵
祭
」
な
ど

県
内
各
地
の
伝
説
や
祭
り
な
ど
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
。
橋
本
裕
之
氏
が
刊

行
し
た
『
王
の
舞
の
演
劇
学
的
研
究
』（
臨
川
書
店
）
は
、
王
の
舞
に
つ
い
て

最
新
の
成
果
を
集
大
成
し
た
一
冊
。

　
　
　

五　

自
然
・
医
学

　

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
監
修
で
『
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
一
〇
〇
』（
講
談

社
ど
う
ぶ
つ
ア
ル
バ
ム
）
を
発
行
し
た
。
県
立
恐
竜
博
物
館
所
蔵
の
骨
格
標
本

を
も
と
に
構
成
さ
れ
た
子
ど
も
向
け
資
料
。
上
木
康
子
氏
は
『
失
わ
れ
ゆ
く
も

の
た
ち
の
記
録
』
を
発
行
し
た
。
七
年
前
に
亡
く
な
っ
た
夫
・
泰
男
氏
が
撮
影

し
た
写
真
や
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
。福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は『
福

井
大
学
病
院
の
得
意
な
治
療
が
わ
か
る
本
』（
バ
リ
ュ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
）
を
出

版
し
、
白
血
病
や
認
知
症
な
ど
八
四
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
福
井
大
学
病
院
の
体

制
や
特
色
を
解
説
し
て
い
る
。

　
　
　

六　

工
業
・
土
木
・
建
築
・
家
政
学

　

小
浜
市
教
育
委
員
会
は
市
の
指
定
文
化
財
「
旭
座
」
の
解
体
、
移
築
復
原
工

事
の
報
告
書
『「
旭
座
」
復
原
工
事
報
告
書
』
を
発
行
し
た
。
ヒ
ュ
ー
ジ
は
福

井
市
内
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
事
例
を
紹
介
し
た
情
報
誌

『
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｉ 

Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』
を
発
刊
、
福
井
の
魅

力
を
発
信
す
る
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
な
ど
エ
リ
ア
再
生
を
後
押
し
す
る
取
組
み
も

紹
介
す
る
。
永
田
康
弘
氏
が
発
刊
し
た
『
野
の
仏
が
起
つ
と
き
―
あ
と
か
ら
来

る
者
の
た
め
に
』
は
、
県
内
や
福
島
県
な
ど
で
脱
原
発
を
訴
え
る
人
た
ち
の
原

稿
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と
め
た
も
の
。
山
崎
隆
敏
氏
は
『
な
ぜ
、「
原
発
で

若
狭
の
振
興
」
は
失
敗
し
た
の
か
』（
白
馬
社
）
を
刊
行
。
越
前
町
教
育
委
員

会
と
福
井
県
陶
芸
館
は『
越
前
焼
た
い
ら
窯 

工
房
調
査
報
告
書
』を
発
行
し
た
。
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現
代
の
窯
業
生
産
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
越
前
焼
の
製
作
技
術
の

変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
。
は
た
や
記
念
館
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
は
『
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
と
ま
ち
づ
く
り
』
を
発
行
し
、
小
浜
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
先
進
事
例
を
取
り
上

げ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
。
小
柳
岳
志
氏
が
発
刊

し
た
『
和
の
感
性
』
は
、
現
役
の
和
食
料
理
人
で
あ
る
著
者
が
四
季
の
献
立
を

美
し
い
写
真
と
共
に
紹
介
す
る
一
冊
。

　
　
　

七　

産
業
・
芸
術

　

福
井
商
工
会
議
所
は
『
地
域
の
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
「
生
き
残
り
戦
略
」

調
査
報
告
書
』
を
発
刊
、
特
徴
的
な
取
組
み
を
行
う
小
売
店
や
飲
食
店
な
ど

一
五
事
業
所
を
紹
介
す
る
。
渡
邊
誠
氏
は
『
福
井
鉄
道
二
〇
〇
形
』
を
出
版
。

福
井
鉄
道
の
歴
史
を
五
〇
年
以
上
支
え
た
二
〇
〇
形
車
両
と
そ
れ
を
引
き
継
ぐ

Ｆ
一
〇
〇
〇
形
「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｍ
」
に
い
た
る
ま
で
を
丁
寧
に
追
う
一
冊
。

中
西
聡
氏
は『
北
前
船
の
近
代
史　

改
訂
増
補
』（
成
山
堂
書
店
）を
発
行
し
た
。

補
章
と
し
て
十
九
世
紀
の
日
本
海
海
運
を
先
導
し
た
北
前
船
主
に
よ
る
汽
船
経

営
へ
の
展
開
に
つ
い
て
を
追
加
し
た
。
ま
た
北
国
諒
星
氏
は
『
北
前
船
、
さ
れ

ど
北
前
船
』（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
）
を
刊
行
し
、
北
前
船
に
つ
い
て

著
者
が
特
に
興
味
深
く
感
じ
た
話
題
、
逸
話
な
ど
を
紹
介
す
る
。

　

三
井
紀
生
氏
が
ま
と
め
た
『
越
知
山
大
権
現
の
神
仏
と
石
造
物
』
は
、
越
知

山
関
係
の
仏
像
や
石
像
に
特
化
し
た
文
化
財
台
帳
と
も
い
え
る
一
冊
。
越
前
町

教
育
委
員
会
は
『
越
前
幸
若
舞
を
知
る
一
〇
〇
項
』
を
発
行
し
た
。
巻
末
に
は

年
表
や
略
系
図
が
つ
く
。
黒
田
日
出
男
氏
は
『
岩
佐
又
兵
衛
と
松
平
忠
直
』（
岩

波
書
店
）
を
出
版
し
、
絵
画
史
料
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
又
兵
衛
の
絵
巻
群
を

読
み
解
い
て
い
る
。
菴
連
也
氏
が
発
刊
し
た『
ロ
ボ
ブ
ー
マ
ー
』（
風
濤
社
）は
、

難
病
と
闘
う
一
六
歳
の
著
者
に
よ
る
イ
ラ
ス
ト
集
。
北
野
武
男
氏
が
発
行
し
た

『
平
泉
寺
有
情
』
は
、
白
山
境
内
の
四
季
の
移
ろ
い
を
ま
と
め
た
写
真
集
。

　
　
　

八　

歴
史
研
究
施
設
の
動
向

　

最
後
に
各
施
設
の
主
な
特
別
展
を
紹
介
す
る
。
福
井
県
文
書
館
は
「
明
治
ふ

く
い
の
す
が
た
―
新
聞
と
写
真
か
ら
」
展
、「
ご
め
ん
ね
。
あ
り
が
と
。」
展
、

福
井
県
立
歴
史
博
物
館
は
「
越
前
若
狭
の
医
学
史
―
福
井
の
医
人
た
ち
―
」「
泰

澄
―
白
山
信
仰
に
お
け
る
意
義
を
探
る
―
」、
福
井
県
立
若
狭
歴
史
博
物
館
は

「
む
か
し
の
道
具
―
く
ら
し
と
し
ご
と
―
」、一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
史
料
館
は「
朝

倉
家
臣
団
―
重
臣
鳥
居
氏
と
堀
江
氏
―
」、
福
井
県
立
美
術
館
は
開
館
四
〇
周

年
特
別
企
画
展
「
県
立
美
術
館
名
品
二
〇
〇
選
」「
狩
野
芳
崖
と
四
天
王
」、
福

井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
は
「
刀
に
彫
る
」「
さ
よ
な
ら
、
江
戸
幕
府
」、
敦
賀

市
立
博
物
館
は
特
別
展
「
敦
賀
湊
と
北
前
船
交
易
」、
勝
山
城
博
物
館
は
「
白

山
の
い
ざ
な
い
―
泰
澄
の
開
い
た
信
仰
の
道
と
周
辺
の
世
界
―
」、
織
田
歴
史

文
化
館
は
「
泰
澄
・
白
山
信
仰
ゆ
か
り
の
神
仏
」
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。

　

以
上
、
自
分
史
な
ど
割
愛
し
た
資
料
や
、
漏
れ
た
資
料
に
つ
い
て
は
お
許
し

い
た
だ
き
た
い
。

（
事
務
局 

前
田
眞
佐
子
） 


